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(57)【要約】
【課題】位置情報基盤通信装置と方法を提供する。
【解決手段】本発明の位置情報基盤通信装置は、発信端
末機、通信制御部、ローカル端末位置格納部、および受
信対象端末機を含んでなる。発信端末機は、ユーザの選
択した呼接続位置情報を通信制御部へ伝送し、呼接続位
置の周辺に存在する一つ以上の受信対象端末機の情報リ
ストを画面上に出力し、呼信号を通信制御部へ伝送する
。通信制御部は、受信対象端末機のリストをローカル端
末位置格納部から受信し、受信対象端末機情報リストを
発信端末機へ伝送した後、所望の受信対象端末機の電話
番号へ有・無線通信網を介して接続して発信端末機と受
信対象端末機とを連結させる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
通信社の通信制御部が発信端末機から呼接続のための呼接続位置情報（受信対象位置情報
）を受信する第１段階と、
前記通信制御部が、呼接続位置情報に対応する呼接続位置の周辺に存在する受信対象端末
機の情報リストを呼接続位置を担当するローカル端末位置格納部に要請し、その要請に応
えてローカル端末位置格納部から伝送された受信対象端末機情報リストを前記通信制御部
が受信する第２段階と、
前記通信制御部が前記第２段階で受信された受信対象端末機情報リストを前記発信端末機
へ伝送し、呼信号の受信を待機する第３段階と、
前記発信端末機のユーザが受信対象端末機情報リストからいずれか一つまたは複数の受信
対象端末機を選択することにより伝送された呼信号を前記通信制御部が受信し、その受信
された呼信号に対応する受信対象端末機の電話番号へ有・無線通信網を介して接続して前
記発信端末機と前記受信対象端末機とを連結する第４段階とを含んでなることを特徴とす
る、位置情報基盤通信方法。
【請求項２】
インターネットを介して接続するユーザの発信端末機へ、Ｗｅｂサーバーが呼接続のため
の呼接続位置情報を入力あるいは選択することが可能な呼接続位置情報入力画面を伝送す
る第１段階と、
呼接続位置情報入力画面を介してユーザが入力あるいは選択した呼接続位置情報を前記Ｗ
ｅｂサーバーが受信し、その呼接続位置情報を通信制御部へ伝送して受信対象端末機情報
リストを要請する第２段階と、
前記Ｗｅｂサーバーの要請に応えて前記通信制御部がローカル端末位置格納部から受信対
象端末機情報リストを受信して前記Ｗｅｂサーバーへ提供し、前記Ｗｅｂサーバーは受信
された受信対象端末機情報リストを前記発信端末機へ伝送する第３段階と、
ユーザが受信対象端末機情報リストを用いて１名の受信者または複数の受信者を選択した
後、所望の通信方法を選択して伝送する情報を前記Ｗｅｂサーバーが受信し、前記Ｗｅｂ
サーバーは、ユーザが選択した受信対象端末機へ、ユーザが選択したテキストメッセージ
、通話およびデータ通信の中から選ばれたいずれか一つの通信方法で情報を伝送しあるい
は通話が行われるようにする第４段階とを含んでなることを特徴とする、位置情報基盤通
信方法。
【請求項３】
前記ローカル端末位置格納部は、ローカル領域内に存在する前記受信対象端末機から一定
の周期ごとに伝送された位置情報を基地局を介して受信して格納し、前記通信制御部から
呼接続位置情報が伝送されると、その呼接続位置情報に該当する呼接続位置から設定半径
内に存在する受信対象端末機を取り合わせて受信対象端末機情報リストを生成させて前記
通信制御部へ伝送することを特徴とする、請求項１または２に記載の位置情報基盤通信方
法。
【請求項４】
前記受信対象端末機は、
前記基地局との交信が可能であり且つ衛星からＧＰＳ位置情報を受信して前記基地局へ伝
送することが可能な第１無為中継器が連結された有線端末機；
衛星からＧＰＳ位置情報の受信が可能であり且つ通話が可能な無線端末機；
前記基地局との交信が可能であるうえ、衛星からＧＰＳ位置情報を受信して前記基地局へ
伝送することができ且つ呼接続のための電話番号の付与を受けた第２無線中継器が連結さ
れたＣＣＴＶカメラ；
衛星からＧＰＳ位置情報を受信することができ且つ無線通話が可能なナビゲーション；
前記基地局との交信が可能であるうえ、衛星からＧＰＳ位置情報を受信して前記基地局へ
伝送することができ且つ呼接続のための電話番号の付与を受けた第２無線中継器が連結さ
れたカメラ付き運送手段用ブラックボックス；
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携帯電話；
スマートフォン；および
タブレットＰＣのいずれか一つであることを特徴とする、請求項１または２に記載の位置
情報基盤通信方法。
【請求項５】
前記通信制御部が、呼接続位置（受信対象位置）の周辺に存在する前記受信対象端末機の
リストを前記ローカル端末位置格納部に要請したことに対して、前記ローカル端末位置格
納部から該当呼接続位置の設定半径内に前記受信対象端末機が存在しないと応答がくると
、前記通信制御部は、前記ローカル端末位置格納部へ設定半径を所定の距離拡張するよう
に要請し、前記ローカル端末位置格納部は、前記通信制御部の要請に答えて呼接続位置に
対する設定半径を拡張し、その設定半径内に存在する前記受信対象端末機のリストを生成
して前記通信制御部へ伝送することを特徴とする、請求項１または２に記載の位置情報基
盤通信方法。
【請求項６】
前記呼接続位置情報は住所情報および緯度と経度からなる位置座標（Ｘ，Ｙ）のうちいず
れか一つであることを特徴とする、請求項１または２に記載の位置情報基盤通信方法。
【請求項７】
呼接続位置情報入力画面には、ユーザが交信しようとする対象分野（カテゴリー）を選択
することが可能な対象分野選択画面が含まれ、
前記対象分野選択画面には、多数の分野を示す分野ポップアップウィンドウが表示され、
特定の分野ポップアップウィンドウが選択されると、前記Ｗｅｂサーバーは、ユーザが選
択した呼接続位置情報に対応する位置で該当分野として予め登録されている受信対象者情
報リストを前記発信端末機へ提供することを特徴とする、請求項１または２に記載の位置
情報基盤通信方法。
【請求項８】
ユーザの選択した通信方法がＳＭＳ（Ｓｈｏｒｔ　Ｍｅｓｓａｇｅ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）テ
キストメッセージ伝送であれば、前記Ｗｅｂサーバーは、ユーザがテキストメッセージを
入力することが可能な入力画面を提供し、その入力画面に入力されたテキストメッセージ
を前記通信制御部へ伝送して前記受信対象端末機にテキストメッセージが伝送されるよう
にすることを特徴とする、請求項２に記載の位置情報基盤通信方法。
【請求項９】
前記発信端末機は、有線または無線インターネット通信が可能な端末機であって、携帯電
話、ＰＣ、ＰＤＡ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｓｓｉｓｔａｎｔ）、スマー
トフォン、タブレットＰＣ、衛星フォン、およびノート型パソコンのいずれか一つである
ことを特徴とする、請求項２に記載の位置情報基盤通信方法。
【請求項１０】
ユーザの選択した呼接続位置情報を通信制御部へ伝送し、該通信制御部から伝送された呼
接続位置の周辺に存在する少なくとも一つの受信対象端末機の情報リストを画面上に出力
し、受信対象端末機情報リストから選ばれたいずれか一つまたはそれ以上の前記受信対象
端末機を対象とする呼信号を前記通信制御部へ伝送する発信端末機と、
前記発信端末機から伝送された呼接続位置情報に対応する呼接続位置の周辺に存在する前
記受信対象端末機のリストを、該当受信対象位置を担当するローカル端末位置格納部から
受信して前記発信端末機へ伝送した後、前記発信端末機から伝送された呼信号に対応する
前記受信対象端末機の電話番号へ有・無線通信網を介して接続して前記発信端末機と前記
受信対象端末機とを連結させる通信制御部と、
ローカル領域内に存在する前記受信対象端末機から一定の周期ごとに伝送された位置情報
を基地局を介して受信して格納し、前記通信制御部から呼接続位置情報が伝送されると、
その呼接続位置情報に該当する呼接続位置（受信対象位置）から設定半径内に存在する前
記受信対象端末機を取り合わせて受信対象端末機情報リストを生成させて前記通信制御部
へ伝送するローカル端末位置格納部と、
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衛星から伝送される位置情報を受信して前記基地局へ伝送する受信対象端末機とを含んで
なることを特徴とする、位置情報基盤通信装置。
【請求項１１】
有無線インターネット通信が可能な端末機であって、インターネットを介してＷｅｂサー
バーに接続し、該Ｗｅｂサーバーから提供される受信対象端末機情報リストから一つまた
はそれ以上の受信者、および前記選択された受信者と交信しようとする通信方法を選択し
て前記Ｗｅｂサーバーへ伝送し、前記Ｗｅｂサーバーによって連結された受信対象端末機
と交信する発信端末機と、
インターネットを介して接続した前記発信端末機へ、呼接続位置情報を入力あるいは選択
することが可能な呼接続位置情報入力画面を提供し、呼接続位置情報入力画面を介して入
力された呼接続位置情報を通信制御部へ伝送し、該通信制御部から伝送された呼接続位置
の周辺に存在する前記受信対象端末機の情報リストを前記発信端末機に画面出力し、前記
発信端末機によって受信対象端末機情報リストから選ばれたいずれか一つまたはそれ以上
の前記受信対象端末機を対象とする呼信号を前記通信制御部へ伝送するＷｅｂサーバーと
、
前記Ｗｅｂサーバーから伝送された呼接続位置情報に対応する呼接続位置の周辺に存在す
る前記受信対象端末機の情報リストを、該当受信対象位置を担当するローカル端末位置格
納部から受信して前記Ｗｅｂサーバーへ伝送し、前記Ｗｅｂサーバーから伝送された呼信
号に対応する前記受信対象端末機の電話番号へ有・無線通信網を介して接続して前記発信
端末機と前記受信対象端末機とを連結させる通信制御部と、
ローカル領域内に存在する前記受信対象端末機から一定の周期ごとに伝送された位置情報
を基地局を介して受信して格納し、前記通信制御部から呼接続位置情報が伝送されると、
その呼接続位置情報に該当する呼接続位置（受信対象位置）から設定半径内に存在する前
記受信対象端末機を取り合わせて受信対象端末機情報リストを生成させて前記通信制御部
へ伝送するローカル端末位置格納部と、
衛星から伝送される位置情報を受信して前記基地局へ伝送する受信対象端末機とを含んで
なることを特徴とする、位置情報基盤通信装置。
【請求項１２】
端末機に設置され、該当端末機を位置情報を基盤とする発信器または受信器として使用す
るように動作し、発信器として動作する場合、ユーザが呼接続位置情報を入力することが
可能な入力画面を端末機の画面上に出力し、ユーザが入力する呼接続位置情報を位置情報
基盤サーバーアプリケーション部へ伝送し、該位置情報基盤サーバーアプリケーション部
から受信される受信対象端末機情報リストを画面上に出力し、ユーザが選択する一つまた
はそれ以上の受信対象端末機情報、および通信方法を前記位置情報基盤サーバーアプリケ
ーション部へ伝送する位置情報基盤通信アプリケーション部と、
端末機へ位置情報基盤通信アプリケーションプログラムをダウンロードして位置情報基盤
通信アプリケーション部を設置し、位置情報基盤通信アプリケーション部から呼接続位置
情報が伝送される場合、該当呼接続位置の周辺に位置した受信対象端末機の情報リストを
位置情報基盤通信アプリケーション部へ伝送し、該位置情報基盤通信アプリケーション部
から選択されて伝送された受信対象端末機情報および通信方法に基づいて交信が行われる
ように制御する位置情報基盤サーバーアプリケーション部とを含んでなることを特徴とす
る、位置情報基盤通信アプリケーション装置。
【請求項１３】
前記位置情報基盤通信アプリケーション部は、
端末機に設置されて該当端末機を発信器または受信器として作動させ、発信器としての動
作の際に呼接続位置情報、受信対象分野、および通信方法を選択することができるように
動作する位置情報基盤通信アプリケーションと、
無線インターネットまたは電話網を介しての通信機能を有し、前記位置情報基盤サーバー
アプリケーション部から位置情報基盤通信アプリケーションプログラムの供給を受けて端
末機に設置し、前記位置情報基盤通信アプリケーションから出力されるデータを前記位置
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情報基盤サーバーアプリケーション部へ伝送する通信部とを含んでなることを特徴とする
、請求項１２に記載の位置情報基盤通信アプリケーション装置。
【請求項１４】
前記位置情報基盤通信アプリケーションは、
座標入力モード、住所入力モード、道路名入力モード、建物名入力モード、または地図入
力モードで呼接続するための呼接続位置情報を入力することが可能な呼接続モード入力画
面を端末機の画面に表示する位置情報入力アプリケーションと、
位置情報を基盤とする接続要請の際に発信者が交信しようとする受信者の対象分野（カテ
ゴリー）を選択することが可能な対象分野選択画面を端末機の画面に表示する受信対象分
野選択アプリケーションと、
発信者が受信対象者と交信するとき、「音声通話」、「映像通話」、「テキストメッセー
ジ」、および「データ伝送」の中からいずれか一つの通信方法を選択することが可能な通
信方法選択画面を端末機の画面上に表示する通信方法選択アプリケーションと、
該当端末機を受信器として作動させるように動作し、発信器から位置情報を基盤とする通
話要請がある場合、受信者が通話または拒絶を選択することが可能な受信選択画面を端末
機の画面上に出力する受信アプリケーションとを含んでなることを特徴とする、請求項１
２に記載の位置情報基盤通信アプリケーション装置。
【請求項１５】
前記位置情報基盤サーバーアプリケーション部は、
前記位置情報基盤通信アプリケーション部へ、ダウンロードすべき位置情報基盤通信アプ
リケーションプログラムを格納および伝送するデータコントロールモジュールと、
前記位置情報基盤通信アプリケーション部と周期的に交信しながら最新の位置情報基盤通
信アプリケーションプログラムをアップデートさせるアップデートモジュールと、
前記位置情報基盤通信アプリケーション部とデータを交信しながら、前記位置情報基盤通
信アプリケーション部からの呼接続要請があるとき、通信網をなす通信制御部と交信して
位置情報基盤通信が行われるように制御する通信制御モジュールとを含んでなることを特
徴とする、請求項１２に記載の位置情報基盤通信アプリケーション装置。
【請求項１６】
前記端末機は、
基地局との交信が可能であり且つ衛星からＧＰＳ位置情報を受信して前記基地局へ伝送す
ることが可能な第１無線中継器が連結された有線端末機；
衛星からＧＰＳ位置情報の受信が可能であり且つ通話が可能な無線端末機；
前記基地局との交信が可能であるうえ、衛星からＧＰＳ位置情報を受信して前記基地局へ
伝送することができ且つ呼接続のための電話番号の付与を受けた第２無線中継器が連結さ
れたＣＣＴＶカメラ；
衛星からＧＰＳ位置情報を受信することができ且つ無線通話が可能なカメラ付きナビゲー
ション；
前記基地局との交信が可能であるうえ、衛星からＧＰＳ位置情報を受信して前記基地局へ
伝送することができ且つ呼接続のための電話番号の付与を受けた第２無線中継器が連結さ
れたカメラ付き運送手段用ブラックボックス；
携帯電話；
スマートフォン；および
タブレットＰＣのいずれか一つであることを特徴とする、請求項１２に記載の位置情報基
盤通信アプリケーション装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、位置情報基盤通信装置と方法、および位置情報基盤通信アプリケーション装
置に係り、さらに詳しくは、通信端末機のユーザが、特定の位置に存在する一人または複
数の受信対象者と通話をする、あるいはテキストメッセージを交信することができるよう
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にした、位置情報基盤通信装置と方法、および位置情報基盤通信アプリケーション装置に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在、ＩＴ（Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ）技術の発達により様々
な通信方法が提供されている。
代表的な無線通信方法は、携帯電話を用いた通信であって、発信者が受信者の所持する携
帯電話の電話番号を入力してダイヤリング（呼接続）することにより、通信社から該当電
話番号に電話をかけて発信者が受信者と通話するようにする方法である。
ところが、従来の通信方法は、大部分が端末機の固有の電話番号（または接続番号）を用
いて接続および通信する方法であるため、特定の地域に存在する端末機所有者との通話が
難しいという問題点があった。
【０００３】
　例えば、韓国釜山市の「ヘウンデ」で祝祭が開いているとき、ソウル市に住むユーザが
現在「ヘウンデ」で祝祭を楽しんでいる特定人と通話することが可能な方法が提供されな
いため、ソウル市に住むユーザは、ニュースを介して該当祝祭に対する情報を取得するこ
とに、あるいはインターネットを介して極めて制限的に提供される写真情報を取得するこ
とに満足しなければならないという問題点が生じた。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　そこで、本発明は、上述した従来の技術の問題点を解決するためのもので、その目的は
、発信者が端末機を用いて呼接続しようとする呼接続位置情報を入力し、システムで呼接
続位置情報（受信対象位置）の周辺に存在している受信対象端末機のリストを発信者の端
末機へ提供することにより、発信者が呼接続位置の周辺に存在する不特定多数の受信対象
端末機と交信することができるようにした、位置情報基盤通信装置と方法、および位置情
報基盤通信アプリケーション装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記目的を達成するために、本発明は、通信社の通信制御部が発信端末機から呼接続の
ための呼接続位置情報（受信対象位置情報）を受信する第１段階と、前記通信制御部が、
呼接続位置情報に対応する呼接続位置の周辺に存在する受信対象端末機の情報リストを呼
接続位置を担当するローカル端末位置格納部に要請し、その要請に応えてローカル端末位
置格納部から伝送された受信対象端末機情報リストを前記通信制御部が受信する第２段階
と、前記通信制御部が前記第２段階で受信された受信対象端末機情報リストを前記発信端
末機へ伝送し、呼信号の受信を待機する第３段階と、前記発信端末機のユーザが受信対象
端末機情報リストからいずれか一つまたは複数の受信対象端末機を選択することにより伝
送された呼信号を前記通信制御部が受信し、その受信された呼信号に対応する受信対象端
末機の電話番号へ有・無線通信網を介して接続して前記発信端末機と前記受信対象端末機
とを連結する第４段階とを含んでなることを特徴とする、位置情報基盤通信方法を提供す
る。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明によれば、位置情報を呼信号にして発信端末機のユーザが呼接続位置の周辺に存
在する不特定多数の受信対象端末機の中からいずれか一つの受信対象端末機を選択して通
話しあるいはテキストメッセージを伝送することができることにより、発信者が不特定位
置に存在する受信者を介してその地域の状況を確認することができるのは勿論、該当地域
の映像情報を受信することができるため、ユーザが所望の地域に対する各種情報の提供を
より便利かつ正確に受けることができるようにする効果を期待することができるとともに
、位置情報基盤通信アプリケーションが設置された端末機相互間で様々な通信方式で通話
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することができるので、携帯電話またはスマートフォンに限定されず、ナビゲーション、
車両用ブラックボックスおよび有線端末機などの通信機能付き端末機とも情報を交信する
ことができるようにする効果を期待することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本発明の実現のための第１実施例のハードウェア的構成を示すブロック図である
。
【図２】本発明の第１実施例の通信方法を示す順序図である。
【図３】本発明で位置情報によって受信対象端末機のリストを作成する段階を説明するた
めの図である。
【図４】ローカル端末位置格納部に格納されるデータの一例を示す図である。
【図５】本発明で発信端末機の画面に表示される無線端末リストを示す図である。
【図６】本発明の実現のための第２実施例のハードウェア的構成を示すブロック図である
。
【図７】本発明の第２実施例の通信方法を示す順序図である。
【図８】本発明で発信端末機の画面に表示される位置情報入力画面を例示した図である。
【図９】通信方法の選択画面を例示した図である。
【図１０】本発明の第３実施例の位置情報基盤通信アプリケーション装置を示す構成図で
ある。
【図１１】本発明の第３実施例に適用された位置情報基盤通信アプリケーションの構成を
示す図である。
【図１２】本発明の第３実施例に適用された位置情報入力アプリケーションの構成を示す
図である。
【図１３】第３実施例で位置情報基盤通信アプリケーションによって端末機の画面に活性
化された位置情報入力選択画面を示す図である。
【図１４】第３実施例で位置情報入力アプリケーションによって端末機の画面に出力され
た座標入力モードを示す図である。
【図１５】第３実施例で位置情報入力アプリケーションによって端末機の画面に出力され
た住所入力モードを示す図である。
【図１６】第３実施例で位置情報入力アプリケーションによって端末機の画面に出力され
た道路名入力モードを示す図である。
【図１７】第３実施例で位置情報入力アプリケーションによって端末機の画面に出力され
た建物名入力モードを示す図である。
【図１８】第３実施例で位置情報入力アプリケーションによって端末機の画面に出力され
た地図入力モードを示す図である。
【図１９】第３実施例で受信対象分野選択アプリケーションによって端末機の画面に出力
された受信対象分野選択画面を示す図である。
【図２０】通信方法選択アプリケーションによって端末機の画面に出力された通信方法選
択画面を示す図である。
【図２１】受信アプリケーションによって端末機の画面に出力された受信画面を示す図で
ある。
【図２２】受信端末機の画面に発信端末機から伝送されたテキストメッセージが出力され
た画面を示す図である。
【図２３】本発明の通信アプリケーション装置が実現されるための通信システムを例示し
た図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　以下、図１～図２３を参照して本発明の好適な実施例を説明する。
【０００９】
　本発明を説明するにあたり定義される用語は、本発明における機能を考慮して定義が下
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されたもので、本発明の技術的構成要素を限定する意味で理解されてはならず、本発明は
大きく３つの実施例に分離されるので、それぞれの実施例として説明する。
【００１０】
　［第１実施例］
第１実施例は、ユーザの選択した呼接続位置情報を通信制御部４へ伝送し、通信制御部４
から伝送された呼接続位置の周辺に存在する少なくとも一つの受信対象端末機の情報リス
トを画面上に出力し、受信対象端末機情報リストから選択されたいずれか一つまたはそれ
以上の受信対象端末機５を対象とする呼信号を通信制御部４へ伝送する発信端末機１と；
発信端末機１から伝送された呼接続位置情報に対応する呼接続位置の周辺に存在する受信
対象端末機５のリストを、該当受信対象位置を担当するローカル端末位置格納部３から受
信して発信端末機１へ伝送し、発信端末機１から伝送された呼信号に対応する受信対象端
末機５の電話番号へ有・無線通信網を介して接続して発信端末機１と受信対象端末機５と
を連結させる通信制御部４と；ローカル領域内に存在する受信対象端末機５から一定の周
期ごとに受信された位置情報を基地局２を介して受信して格納し、通信制御部４から呼接
続位置情報が受信されると、その呼接続位置情報に該当する呼接続位置（受信対象位置）
から設定半径内に存在する受信対象端末機を取り合わせて受信対象端末機情報リストを生
成させて通信制御部４へ伝送するローカル端末位置格納部３と；衛星６から伝送される位
置情報を受信して基地局２へ伝送する受信対象端末機５と；を含んでなることを特徴とす
る。
【００１１】
　前記ハードウェア的構成によって実現される位置情報基盤通信方法は、通信社の通信制
御部４が発信端末機１から呼接続のための呼接続位置情報を受信する第１段階と；呼接続
位置情報に対応する呼接続位置の周辺に存在する受信対象端末機５のリストを、呼接続位
置を担当するローカル端末位置格納部３に要請し、その要請に応えてローカル端末位置格
納部３から伝送された受信対象端末機情報リストを通信制御部４が受信する第２段階と；
通信制御部４が、前記第２段階で受信された受信対象端末機情報リストを発信端末機１へ
伝送し、呼信号の受信を待機する第３段階と；発信端末機１のユーザが受信対象端末機情
報リストからいずれか一つの受信対象端末機５を選択することにより伝送された呼信号を
通信制御部４が受信し、その受信された呼信号に対応する受信対象端末機５の電話番号へ
有・無線通信網を介して接続して発信端末機１と受信対象端末機５とを連結する第４段階
と；を含んでなることを特徴とする。
【００１２】
　また、前記ローカル端末位置格納部３は、ローカル領域内に存在する受信対象端末機５
から一定の周期ごとに伝送された位置情報を基地局２を介して受信して格納し、通信制御
部４から呼接続位置情報が伝送されると、その呼接続位置情報に該当する呼接続位置から
設定半径内に存在する受信対象端末機を取り合わせて受信対象端末機情報リストを生成さ
せて通信制御部４へ伝送することを特徴とする。
【００１３】
　また、前記受信対象端末機５は、基地局２との交信が可能であり且つ衛星からＧＰＳ位
置情報を受信して基地局２へ伝送することが可能な第１無線中継器５ｂが連結された有線
端末機５ａ；衛星からＧＰＳ位置情報の受信が可能であり且つ通話が可能な無線端末機５
ｃ；基地局２との交信が可能であるうえ、衛星からＧＰＳ位置情報を受信して基地局２へ
伝送することができ且つ呼接続のための電話番号の付与を受けた第２無線中継器５ｅが連
結されたＣＣＴＶ（Ｃｌｏｓｅｄ－Ｃｉｒｃｕｉｔ　Ｔｅｌｅｖｉｓｉｏｎ）カメラ５ｄ
；および衛星からＧＰＳ衛星情報を受信することができ且つ無線通話が可能なナビゲーシ
ョン５ｆのいずれか一つであることを特徴とする。
【００１４】
　前記第１無線中継器５ｂは、衛星からＧＰＳ位置情報を受信して基地局２へ伝送する機
能を行い、前記有線端末機５ａは、ＰＳＴＮ（Ｐｕｂｌｉｃ　Ｓｗｉｔｃｈｅｄ　Ｔｅｌ
ｅｐｈｏｎｅ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）網またはインターネット網を介して通話連結が行われる
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通常の有線電話機またはインターネット電話機である。
【００１５】
　また、前記第２無線中継器５ｅは、基地局を介して発信端末機１から接続が行われたと
き、ＣＣＴＶカメラ５ｄで撮影される映像情報を発信端末機１へ無線伝送するように構成
される。
【００１６】
　前記通信制御部４が呼接続位置の周辺に存在する受信対象端末機のリストをローカル端
末位置格納部３に要請したことに対して、ローカル端末位置格納部３から該当呼接続位置
の設定半径内に受信対象端末機５が存在しないと応答がくると、通信制御部４は、ローカ
ル端末位置格納部３へ設定半径を所定の距離拡張するように要請し、ローカル端末位置格
納部３は、通信制御部４の要請に応えて呼接続位置に対する設定半径を拡張し、その設定
半径内に存在する受信対象端末機のリストを生成して通信制御部４へ伝送することを特徴
とする。
【００１７】
　また、前記呼接続位置情報は、住所情報および緯度と経度からなる位置座標（Ｘ，Ｙ）
のいずれか一つであることを特徴とする。
【００１８】
　第１実施例では、技術の理解を助けるために、発信端末機１と受信対象端末機５が位置
的に互いに離隔しており、発信端末機１は第１基地局２ａと交信し、受信対象端末機５は
第２基地局２ｂと交信し、それぞれの第１基地局２ａと第２基地局２ｂにそれぞれ異なる
ローカル端末位置格納部３ａ、３ｂが連結されていることを例として説明する。
【００１９】
　このように構成された本発明の動作を説明すると、次のとおりである。
【００２０】
　まず、発信端末機１を使用するユーザが、特定の地域で行われている祝祭について調べ
るために、祝祭が行われている地域の呼接続位置情報を基地局２ａを介して通信制御部４
へ伝送する。
【００２１】
　呼接続のための呼接続位置情報の入力は、ユーザが、住所情報を発信端末機１に表示さ
れた呼接続位置情報入力画面（図８参照）を介して入力して伝送するか、該当地域の位置
座標（緯度－Ｘ、経度－Ｙ）を入力して伝送する。
【００２２】
　呼接続位置情報を入力するための別の入力方法では、発信端末機１の画面上に、位置を
選択することが可能な地図が出力されるようにした後、その地図上でユーザが所望の地域
の位置を選択して呼接続位置情報を伝送することができる。
【００２３】
　発信端末機１から呼接続のための呼接続位置情報が伝送されると、通信社の通信制御部
４は、第１基地局２ａを介して呼接続位置情報を受信した後、その呼接続位置情報に対応
する呼接続位置（受信対象位置）の設定半径内に存在する受信対象端末機５のリストを伝
送してくれることを、該当呼接続位置を担当するローカル端末位置格納部３に要請し、そ
の要請に応えてローカル端末位置格納部３から伝送された受信対象端末機情報リストを通
信制御部４が受信する。
【００２４】
　前記通信制御部４が呼接続位置情報を全体の基地局２へ伝送すると、該当基地局２に連
結されているローカル端末位置格納部３のうち、該当呼接続位置を含むローカル領域を担
当するローカル端末位置格納部、すなわち、本発明では第２基地局２ｂに連結されている
ローカル端末位置格納部３ｂが作動し、呼接続位置の設定半径内に存在する受信対象端末
機のリストを生成して通信制御部４へ伝送する。
【００２５】
　ここで、前記ローカル端末位置格納部３の動作をより詳細に説明する。
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【００２６】
　一般に、無線端末機５ｃは、ＧＰＣ衛星６からＧＰＳ位置情報を受信した後、その位置
情報を一定の周期ごとにローカル地域内の基地局２へ伝送する。
【００２７】
　本発明では、受信対象端末機５を無線端末機５ｃだけでなく、有線端末機５ａ、ＣＣＴ
Ｖカメラ５ｄ、ナビゲーション５ｆ、運送手段用ブラックボックス５ｇ、携帯電話、スマ
ートフォン、タブレットＰＣ、およびノート型パソコンに拡張した。
【００２８】
　前記有線端末機５ａ、ＣＣＴＶカメラ５ｄおよび運送手段用ブラックボックス５ｇは、
基地局２へＧＰＳ位置情報を伝送することができるようにするために、別途の第１および
第２無線中継器５ｂを連結して使用し、ナビゲーション５ｆは、自体的に無線通信が可能
であってＧＰＳ位置情報を基地局２へ伝送することができるように構成した。
【００２９】
　このような状態で、図３に示すように、基地局２が担当するローカル領域内に多数の受
信対象端末機Ａ１～Ａ１０が存在すると仮定するとき、前記受信対象端末機Ａ１～Ａ１０
は、衛星６から受信した位置情報を一定の周期ごとに基地局２へ伝送し、前記基地局２に
連結されているローカル端末位置格納部３は、基地局２を介して受信される受信対象端末
機Ａ１～Ａ１０の位置情報を図４のように格納する。
【００３０】
　図４には、受信対象端末機Ａ１～Ａ１０に対する位置情報がＸ、Ｙ座標として格納され
、該位置情報と共に該当受信対象端末機Ａ１～Ａ１０の電話番号が格納されたことが例示
されている。
【００３１】
　このようにローカル端末位置格納部３にローカル領域内に存在する受信対象端末機Ａ１
～Ａ１０の位置情報が格納されている状態で、通信制御部４から呼接続位置情報Ｘ、Ｙが
伝送されると、ローカル端末位置格納部３は、該当呼接続位置情報の位置が基地局２のロ
ーカル領域内に含まれるものと判断した後、該当呼接続位置Ｘ、Ｙから設定半径内（選択
領域）に存在する受信対象端末機Ａ２～Ａ５を探し出してその受信対象端末機Ａ２～Ａ５
をリストデータとして生成して通信制御部４へ伝送する。
【００３２】
　前記設定半径は１００ｍ～３００ｍに設定することが好ましく、さらに拡張できる。
【００３３】
　一方、前記通信制御部４から呼接続位置情報を受信したローカル端末位置格納部３が該
当呼接続位置から設定半径内に存在する受信対象端末機を検索したとき、その設定半径内
に受信対象端末機が存在しないと判断されると、ローカル端末位置格納部３は、通信制御
部４へ呼接続位置の周辺に通話可能な受信対象端末機が存在していない状態を通信制御部
４へ伝送し、通信制御部４は、ローカル端末位置情報格納部３へ設定半径を所定の距離拡
張するように要請し、ローカル端末位置格納部３は、通信制御部４の要請に応えて呼接続
位置に対する設定半径を拡張し、その設定半径内に存在する受信対象端末機のリストを生
成して通信制御部４へ伝送する。
【００３４】
　前述したように、ローカル端末位置格納部３から伝送された呼接続位置の設定半径内に
存在する受信対象端末機のリストが通信制御部４に受信されると、通信制御部４は、受信
された受信対象端末機リストを第１基地局２ａを介して発信端末機１へ伝送し、発信端末
機１の画面には通信制御部４から伝送された受信対象端末機リストが図５のように表示さ
れる。
【００３５】
　図５のように発信端末機１の画面上に受信対象端末機リストが表示された状態で、ユー
ザは、発信端末機１に備えられている上下移動キー（図示せず）を操作して受信対象端末
機リストからいずれか一つの受信対象端末機を選択する。
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発信端末機１にタッチスクリーン機能が提供されると、ユーザは、受信対象端末機リスト
からいずれか一つの受信対象端末機を手指でタッチすることにより、該当受信対象端末機
を選択する。
【００３６】
　ユーザの前記発信端末機１の操作によっていずれか一つの受信対象端末機が選択され、
その選択された受信対象端末機５への呼接続が要請されると、その呼信号が第１基地局２
ａを介して通信制御部４へ伝送され、通信制御部４は、受信対象端末機５の電話番号へダ
イヤリングして呼信号が受信無線端末機５へ伝送されるようにする。
【００３７】
　前記通信制御部４は、受信対象端末機５の通信方式に基づいて無線インターネット網、
無線ブローバンド（ＷｉＢｒｏ）網、有線インターネット網、ＰＳＴＮ網、または無線通
信網を介して受信対象端末機５へ呼信号が伝送されるように作動する。
【００３８】
　呼信号を受信対象端末機５が受信すると、受信対象端末機５に着信音が発生し、これを
認識した受信者が受信対象端末機５を操作して応答すると、その応答信号が有・無線通信
網を介して通信制御部４へ伝送されて発信端末機１と受信対象端末機５とが互いに連結さ
れて通話することができるようになる。
【００３９】
　特定の地域（呼接続位置）の周辺に存在する受信対象端末機５に連結された発信端末機
１のユーザ、すなわち、発信者は、特定の地域で発生する現在状況を受信者に直接聞いて
みながら情報を取得することができるとともに、映像通話が可能な端末機であれば、周辺
の映像を実時間で確認することができてより正確な情報を取得することができる。
【００４０】
　また、発信者は、特定の地域に設置されているＣＣＴＶに連結し、ＣＣＴＶで撮影され
る映像を無線端末機を介して確認することができる。
【００４１】
　前述したような本発明の位置情報を呼信号とする通信方法を使用すると、他の地域で行
われる祝祭、大型事故などに対する詳細な情報を遠距離のユーザが素早くかつ迅速に取得
することができるという効果を期待することができる。
【００４２】
　［第２実施例］
第２実施例の説明において、第１実施例と同一の構成については同一符号で表記して重複
説明を省略する。
【００４３】
　第２実施例のハードウェア的構成は、有無線インターネット通信が可能な端末機であっ
て、インターネットを介してＷｅｂサーバー１００に接続し、Ｗｅｂサーバー１００から
提供される受信対象端末機情報リストから少なくとも一つの受信者、および該選択された
受信者と交信しようとする通信方法を選択してＷｅｂサーバー１００へ伝送した後、Ｗｅ
ｂサーバー１００によって連結された受信対象端末機５と交信する発信端末機１と；イン
ターネットを介して接続した発信端末機１へ、呼接続位置情報を入力あるいは選択するこ
とが可能な呼接続位置情報入力画面を提供し、呼接続位置情報入力画面を介して入力され
た呼接続位置情報を通信制御部４へ伝送し、通信制御部４から伝送された呼接続位置の周
辺に存在する受信対象端末機の情報リストを発信端末機１に画面出力し、発信端末機１に
よって受信対象端末機の情報リストから選択された少なくとも一つの受信対象端末機５を
対象とする呼信号を通信制御部４へ伝送するＷｅｂサーバー１００と；Ｗｅｂサーバー１
００から伝送された呼接続位置情報に対応する呼接続位置の周辺に存在する受信対象端末
機５のリストを、該当受信対象位置を担当するローカル端末位置格納部３から受信してＷ
ｅｂサーバー１００へ伝送し、Ｗｅｂサーバー１００から伝送された呼信号に対応する受
信対象端末機５の電話番号へ有・無線通信網を介して接続して発信端末機１と受信対象端
末機５とを連結させる通信制御部４と；ローカル領域内に存在する受信対象端末機５から
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一定の周期ごとに伝送された位置情報を基地局２を介して受信して格納し、通信制御部４
から呼接続位置情報が伝送されると、その呼接続位置情報に該当する呼接続位置（受信対
象位置）から設定半径内に存在する受信対象端末機を取り合わせて受信対象端末機情報リ
ストを生成させて通信制御部４へ伝送するローカル端末位置格納部３と；衛星６から伝送
される位置情報を受信して基地局２へ伝送する受信対象端末機５と；を含んでなることを
特徴とする。
【００４４】
　前記ハードウェア的構成によって実現される位置情報基盤通信方法は、　Ｗｅｂサーバ
ー１００が、インターネットを介して接続するユーザの発信端末機１へ、呼接続のための
呼接続位置情報を入力あるいは選択することが可能な呼接続位置情報入力画面を伝送する
第１段階と；呼接続位置情報入力画面を介してユーザが入力あるいは選択した呼接続位置
情報をＷｅｂサーバー１００が受信し、その呼接続位置情報を通信制御部４へ伝送して受
信対象端末機情報リストを要請する第２段階と；Ｗｅｂサーバー１００の要請に応えて通
信制御部４がローカル端末位置格納部３から受信対象端末機情報リストを受信してＷｅｂ
サーバー１００へ提供し、Ｗｅｂサーバー１００は受信された受信対象端末機情報リスト
を発信端末機１へ伝送する第３段階と；ユーザが受信対象端末機情報リストを用いて１名
の受信者または複数の受信者を選択した後、所望の通信方法を選択して伝送する情報をＷ
ｅｂサーバー１００が受信し、Ｗｅｂサーバー１００は、ユーザが選択した受信対象端末
機５へ、テキストメッセージ、通話およびデータ通信の中から選ばれたいずれか一つの通
信方法で情報を伝送しあるいは通話が行われるようにする第４段階と；を含んでなること
を特徴とする。
【００４５】
　前記第４段階でユーザの選択した通信方法がＳＭＳ（Ｓｈｏｒｔ　Ｍｅｓｓａｇｅ　Ｓ
ｅｒｖｉｃｅ）テキストメッセージ伝送であれば、Ｗｅｂサーバー１００は、ユーザがテ
キストメッセージを入力することが可能な入力画面を提供し、その入力画面に入力された
テキストメッセージを通信制御部４へ伝送して受信対象端末機へテキストメッセージが伝
送されるようにすることを特徴とする。
【００４６】
　前記発信端末機１は、有線または無線インターネット通信が可能な端末機であって、携
帯電話、ＰＣ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ）、ＰＤＡ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄ
ｉｇｉｔａｌ　Ａｓｓｉｓｔａｎｔ）、スマートフォン、タブレットＰＣ、および衛星電
話のいずれか一つであることを特徴とする。
【００４７】
　前記ローカル端末位置格納部３は、ローカル領域内に存在する受信対象端末機５から一
定の周期ごとに伝送された位置情報を基地局２を介して受信して格納し、通信制御部４か
ら呼接続位置情報が伝送されると、その呼接続位置情報に該当する呼接続位置から設定半
径内に存在する受信対象端末機を取り合わせて受信対象端末機情報リストを生成させて通
信制御部４へ伝送することを特徴とする。
【００４８】
　また、前記受信対象端末機５は、基地局２との交信が可能であり且つ衛星からＧＰＳ位
置情報を受信して基地局２へ伝送することが可能な第１無線中継器５ｂが連結された有線
端末機５ａ；衛星からＧＰＳ位置情報の受信が可能であり且つ通話が可能な無線端末機５
ｃ；基地局２との交信が可能であるうえ、衛星からＧＰＳ位置情報を受信して基地局２へ
伝送することができ且つ呼接続のための電話番号の付与を受けた第２無線中継器５ｅが連
結されたＣＣＴＶカメラ５ｄ；衛星からＧＰＳ位置情報を受信することができ且つ無線通
話が可能なナビゲーション５ｆ；および基地局２との交信が可能であるうえ、衛星からＧ
ＰＳ位置情報を受信して基地局２へ伝送することができ且つ呼接続のための電話番号の付
与を受けた第２無線中継器５ｅが連結されたカメラ付き運送手段用ブラックボックス５ｇ
のいずれか一つであることを特徴とする。
【００４９】
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　前記第１無線中継器５ｂは、衛星からＧＰＳ位置情報を受信して基地局２へ伝送する機
能を行い、前記有線端末機５ａは、ＰＳＴＮ網またはインターネット網を介して通話連結
が行われる通常の有線電話機またはインターネット電話機である。
【００５０】
　前記第２無線中継器５ｅは、基地局を介して発信端末機１から接続が行われたとき、Ｃ
ＣＴＶカメラ５ｄで撮影される映像情報を発信端末機１へ無線伝送するように構成される
。
【００５１】
　このように構成された第２実施例の動作を説明すると、次のとおりである。
【００５２】
　まず、ユーザが発信端末機１を用いてインターネットを介してＷｅｂサーバー１００に
接続し、Ｗｅｂサーバー１００は図８のような位置情報入力画面を発信端末機１に提供す
る。
【００５３】
　位置情報入力画面には、ユーザが直接住所を入力することが可能な住所入力ウィンドウ
、緯度と経度からなる位置座標を入力することが可能な座標入力ウィンドウ、および地図
を用いてユーザが選択することが可能な地図選択ウィンドウが備えられており、ユーザは
、このような位置情報入力画面を用いて所望の位置に対応する座標または住所を入力する
か、それとも地図選択ウィンドウに備えられた地図画面を用いて所望の位置を選択する。
一方、呼接続位置情報入力画面には、ユーザが交信しようとする受信者の対象分野（カテ
ゴリー）を選択することが可能な対象分野選択画面が含まれる。
【００５４】
　対象分野選択画面は、多数の分野を示す分野ポップアップウィンドウ（税金、宿泊、ス
ポーツ、食堂など）を表示し、ユーザによって特定の分野ポップアップウィンドウが選択
されると、Ｗｅｂサーバー１００は、ユーザが選択した呼接続位置情報に対応する位置で
該当分野として予め登録されている受信対象者情報リストを発信端末機１へ提供する。
【００５５】
　ユーザが発信端末機１を用いて接続しようとする呼接続位置を選択すると、その呼接続
位置情報の入力を受けたＷｅｂサーバー１００は、呼接続位置情報を通信制御部４へ伝送
する。
【００５６】
　呼接続のための呼接続位置情報が入力されると、通信社の通信制御部４は、呼接続位置
情報に対応する呼接続位置の設定半径内に存在する受信対象端末機５のリストを伝送して
くれることを、該当呼接続位置を担当するローカル端末位置格納部３に要請し、その要請
に応えてローカル端末位置格納部３から伝送された受信対象端末機情報リストを受信する
。
【００５７】
　前記通信制御部４が呼接続位置情報を全体の基地局２へ伝送すると、該当基地局２に連
結されているローカル端末位置格納部３のうち、該当呼接続位置を含むローカル領域を担
当するローカル端末位置格納部３が作動し、呼接続位置の設定半径内に存在する受信対象
端末機のリストを生成して通信制御部４へ伝送する。
【００５８】
　ここで、前記ローカル端末位置格納部３の動作は第１実施例と同様なので、その詳細な
説明を省略する。
【００５９】
　前述したようにローカル端末位置格納部３ｂから伝送された呼接続位置の設定半径内に
存在する受信対象端末機のリストが通信制御部４に受信されると、通信制御部４は受信さ
れた受信対象端末機リストをＷｅｂサーバー１００へ伝送し、Ｗｅｂサーバー１００は入
力された受信対象端末機リストを発信端末機１へ提供し、発信端末機１の画面にはＷｅｂ
サーバー１００から伝送された受信対象端末機リストが図５のように表示される。
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【００６０】
　図５のように発信端末機１の画面上に受信対象端末機リストが表示された状態で、ユー
ザは、発信端末機１に備えられている上下移動キー（図示せず）を操作して受信対象端末
機リストからいずれか一つまたは複数の受信対象端末機を選択する。
【００６１】
　発信端末機１にタッチスクリーン機能が提供されると、ユーザは、受信対象端末機リス
トから、いずれか一つの受信対象端末機を手指でタッチすることにより該当受信端末機を
選択する。
【００６２】
　ユーザの前記発信端末機１の操作によっていずれか一つまたは複数の受信対象端末機が
選択されると、Ｗｅｂサーバー１００は、図９のように通信方法を選択することが可能な
選択画面を発信端末機１へ伝送し、ユーザは、Ｗｅｂサーバー１００から伝送された選択
画面を介してテキストメッセージ、通話、データ伝送および映像通話のいずれか一つを選
択する。
【００６３】
　前記選択画面からユーザがテキストメッセージを選択すると、Ｗｅｂサーバー１００は
、発信端末機１にテキストメッセージを入力することが可能なポップアップウィンドウを
表示し、ユーザは、そのポップアップウィンドウを用いて、伝送したいテキストメッセー
ジを入力する。
【００６４】
　ユーザが入力したテキストメッセージは、Ｗｅｂサーバー１００が通信制御部４を介し
て一つまたは複数の受信対象端末機５へ伝送する。
【００６５】
　このようなテキストメッセージ伝送通信方法は特定の会社がある地域単位で自社広報用
テキストを多数の受信人に伝送しようとするときに非常に有用に使用でき、ユーザは少な
い費用で莫大な広報効果を期待することができる。
【００６６】
　一方、ユーザが選択画面から通話通信方法を選択すると、Ｗｅｂサーバー１００は発信
端末機１と受信対象端末機５とが互いに通話することができるように連結し、通話または
映像通話通信方法はユーザが一つの受信対象端末機５を選択したときにのみ可能である。
前記通信制御部４は、受信対象端末機５の通信方式に基づいて無線インターネット網、Ｗ
ｉＢｒｏ網、有線インターネット網、ＰＳＴＮ網または無線通信網を介して受信対象端末
機５へ呼信号が伝送されるように作動する。
【００６７】
　呼信号を受信対象端末機５が受信すると、受信対象端末機５に着信音が発生し、これを
認識した受信者が受信対象端末機５を操作して応答すると、その応答信号が有・無線通信
網を介して通信制御部４へ伝送されることにより、発信端末機１と受信対象端末機５とが
互いに連結されて通話することができる。
【００６８】
　特定の地域（呼接続位置）の周辺に存在する受信対象端末機５に連結された発信端末機
１のユーザ、すなわち、発信者は、特定の地域で発生する現在状況を受信者に直接聞いて
みながら情報を取得することができるとともに、映像通話が可能な端末機であれば、周辺
の映像を実時間で確認することができてより正確な情報を取得することができる。
【００６９】
　［第３実施例］
図１０～図２３は本発明の第３実施例を示す。本発明の第３実施例は、端末機に設置され
、該当端末機を位置情報を基盤とする発信器または受信器として使用するように動作し、
発信器として動作する場合、ユーザが呼接続位置情報を入力することが可能な入力画面を
端末機の画面上に出力し、ユーザが入力する呼接続位置情報を位置情報基盤サーバーアプ
リケーション部２０００へ伝送し、位置情報基盤サーバーアプリケーション部２０００か
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ら受信される受信対象端末機情報リストを画面上に出力し、ユーザが選択する少なくとも
一つの受信対象端末機情報、および通信方法を位置情報基盤サーバーアプリケーション部
２０００へ伝送する位置情報基盤通信アプリケーション部１０００と；端末機に位置情報
基盤通信アプリケーションプログラムをダウンロードして位置情報基盤通信アプリケーシ
ョン部１０００を設置し、位置情報基盤通信アプリケーション部１０００から呼接続位置
情報が伝送される場合、該当呼接続位置の周辺に位置した受信対象端末機の情報リストを
位置情報基盤通信アプリケーション部１０００へ伝送し、位置情報基盤通信アプリケーシ
ョン部１０００から選択されて伝送された受信対象端末機情報および通信方法に基づいて
交信が行われるように制御する位置情報基盤サーバーアプリケーション部２０００と；を
含んでなることを特徴とする。
【００７０】
　前記位置情報基盤通信アプリケーション部１０００は、端末機に設置されて該当端末機
を発信器または受信器として作動させ、発信器としての動作時に呼接続位置情報、受信対
象分野、および通信方法を選択することができるように動作する位置情報基盤通信アプリ
ケーション１１００と；無線インターネットまたは電話網を介しての通信機能を有し、位
置情報基盤サーバーアプリケーション部２０００から位置情報基盤通信アプリケーション
プログラムの供給を受けて端末機に設置し、位置情報基盤通信アプリケーション１１００
から出力されるデータを位置情報基盤サーバーアプリケーション部２０００へ伝送する通
信部１２００と；を含んでなることを特徴とする。
【００７１】
　前記位置情報基盤通信アプリケーション１１００は、座標入力モード、住所入力モード
、道路名入力モード、建物名入力モード、または地図入力モードで呼接続するための呼接
続位置情報を入力することが可能な呼接続モード入力画面を端末機の画面に表示する位置
情報入力アプリケーション１１１０と；位置情報を基盤とする接続要請の際に発信者が交
信しようとする受信者の対象分野（カテゴリー）を選択することが可能な対象分野選択画
面を端末機の画面に表示する受信対象分野選択アプリケーション１１２０と；発信者が受
信対象者と交信するときに「音声通話」、「映像通話」、「テキストメッセージ」、およ
び「データ伝送」の中からいずれか一つの通信方法を選択することが可能な通信方法選択
画面を端末機の画面上に表示する通信方法選択アプリケーション１１３０と；該当端末機
を受信器として作動するように動作し、発信器から位置情報を基盤とする通話要請がある
場合、受信者が通話または拒絶を選択することが可能な受信選択画面を端末機の画面上に
出力する受信アプリケーション１１４０と；を含んでなることを特徴とする。
【００７２】
　本発明の位置情報基盤通信アプリケーション装置は、携帯電話、スマートフォン、タブ
レットＰＣ、ノート型パソコンなどのように音声通話、映像通話およびデータ通信が可能
な有無線端末機に設置され、該当端末機を発信器または受信器として作動させるものであ
り、ユーザが端末機を用いて位置情報基盤サーバーアプリケーション部２０００に接続し
て位置情報基盤通信アプリケーションプログラムをダウンロードすることにより、端末機
に位置情報基盤通信アプリケーション部１０００が設置される。
【００７３】
　端末機に設置された位置情報基盤通信アプリケーション部１０００は、位置情報基盤通
信アプリケーション１１００と通信部１２００から構成される。
【００７４】
　位置情報基盤通信アプリケーション１１００は、位置情報入力アプリケーション１１１
０、受信対象分野選択アプリケーション１１２０、通信方法選択アプリケーション１１３
０、および受信アプリケーション１１４０から構成され、通信部１２００は、位置情報基
盤サーバーアプリケーション部２０００とのデータ交信機能を行う。
【００７５】
　端末機のユーザが位置情報基盤通信アプリケーション部１０００を実行させると、位置
情報入力アプリケーション１１１０が作動して図１３のような位置情報基盤通信のための
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初期画面が端末機の画面上に表示される。
【００７６】
　初期画面には、位置情報基盤呼接続要請のための呼接続位置情報を入力することが可能
な座標入力、住所圧力、道路名入力、建物名入力、および地図入力アイコンが表示される
。
【００７７】
　ユーザが座標入力アイコンを選択すると、座標入力モード１１１１が作動して図１４の
ような座標入力モード画面が端末機に表示され、ユーザは呼接続要請のための呼接続位置
情報に該当する緯度、経度を入力し、座標入力モード１１１１はユーザが入力した緯度、
経度情報を位置情報基盤通信アプリケーション１１００に格納する。
【００７８】
　ユーザが住所入力アイコンを選択すると、住所入力モード１１１２が作動して図１５の
ような住所入力モード画面が端末機に表示され、ユーザは呼接続要請のための呼接続位置
情報に該当する住所を住所入力ウィンドウに入力し、住所入力モード１１１２はユーザが
入力した住所情報を位置情報基盤通信アプリケーション１１００に格納する。
【００７９】
　ユーザが道路名入力アイコンを選択すると、道路名入力モード１１１３が作動して図１
６のような道路名入力モード画面が端末機に表示され、ユーザは呼接続要請のための呼接
続位置情報に該当する道路名を道路名入力ウィンドウに入力し、道路名入力モード１１１
３はユーザが入力した道路名情報を位置情報基盤通信アプリケーション１１００に格納す
る。
【００８０】
　ユーザが建物名入力アイコンを選択すると、建物名入力モード１１１４が作動して図１
７のような建物名入力モード画面が端末機に表示され、ユーザは呼接続要請のための呼接
続位置情報に該当する建物名を建物名入力ウィンドウに入力し、建物名入力モード１１１
４はユーザが入力した建物名情報を位置情報基盤通信アプリケーション１１００に格納す
る。
【００８１】
　ユーザが地図入力アイコンを選択すると、地図入力モード１１１５が作動して図１８の
ような地図入力モード画面が端末機に表示され、ユーザは呼接続要請のための呼接続位置
情報に該当する位置を地図上にタッチして入力し、地図入力モード１１１５はユーザがタ
ッチした位置に該当する緯度、経度情報を位置情報基盤通信アプリケーション１１００に
格納する。
【００８２】
　ユーザが音声入力アイコンを選択すると、音声入力モード１１１６が作動して「呼接続
位置情報に該当する建物名または位置名を言って下さい」という案内メッセージが画面上
に表示される。もしユーザが建物名または位置名を言ったら、音声を音声入力モード１１
１６で認識した後、該当位置に該当する緯度、経度情報を位置情報基盤通信アプリケーシ
ョン１１００に格納する。
【００８３】
　上述したように呼接続位置情報入力のための入力画面（図１４～図１８）には下部に受
信対象分野選択アイコンが表示されており、ユーザが呼接続位置情報の入力後に受信対象
分野選択アイコンを選択すると、受信対象分野選択アプリケーション１１２０が作動し、
図１９のように、ユーザが選択することが可能な受信対象分野、すなわち、「税金」、「
法律」、「食堂」、「海水浴場」、「釣」、「宿泊」、「スポーツ」、「花屋」および「
農場」などの選択ボタンが表示され、もしユーザがいずれか一つの受信対象分野を選択す
ると、ユーザが入力した呼接続位置の周辺に存在する受信対象分野の受信対象端末機が受
信対象端末機リストとして発信者に提供される。
【００８４】
　受信対象分野は予め登録されて格納される。
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発信者は、受信対象分野を選択することなく、次の段階に進行することができる。
【００８５】
　発信者が受信対象分野を選択したあるいは選択していない状態で次の段階に進行させる
と、通信方法選択アプリケーション１１３０が動作し、図２０に示すように、その間に発
信者によって選択された呼接続位置情報（Ｘ，Ｙ）および受信対象が表示されると同時に
、通信方法（音声通話、映像通話、テキストメッセージ、データ通信）を選択することが
可能な通信方法選択画面を端末機の画面に出力する。
【００８６】
　この通信方法選択画面からユーザが特定の通話方法を選択すると、位置情報基盤通信ア
プリケーション１１００は、発信者が選択した呼接続位置情報、受信対象、および通信方
法を通信部１２００を介して位置情報基盤サーバーアプリケーション部２０００へ伝送し
、その後、位置情報サーバーアプリケーション部２０００から受信対象リストが受信され
ると、位置情報基盤サーバーアプリケーション部２０００は、受信対象リストを端末機の
画面上に表示してユーザがいずれか一つまたは複数の受信対象を選択するようにし、ユー
ザがいずれか一つまたは複数の受信対象端末機を選択すると、該当受信対象端末機への呼
接続を試みて音声通話、映像通話、またはテキストメッセージの伝送が行われるようにす
る。
【００８７】
　図２１は、位置情報基盤通信アプリケーション部１０００の設置された端末機が受信器
として作動する作動例を示す。位置情報基盤通話要請が受信されると、受信アプリケーシ
ョン１１４０が作動し、図２１に示すように、「位置情報基盤通話要請です」というメッ
セージと共に通話または拒絶を選択することが可能な画面を出力し、この画面を介して、
受信者は位置情報基盤で呼接続を要請する発信者との通話を受け入れるかあるいは拒絶す
ることができる。
【００８８】
　図２２は発信者から位置情報基盤テキストメッセージが送り出されて受信者の端末機に
表示された一例を示す。
【００８９】
　一方、前記位置情報基盤サーバーアプリケーション部２０００は、位置情報基盤通信ア
プリケーション部１０００にダウンロードする位置情報基盤通信アプリケーションプログ
ラムを格納および伝送するデータコントロールモジュール２１００と；位置情報基盤通信
アプリケーション部１０００と周期的に交信しながら最新の位置情報基盤通信アプリケー
ションプログラムをアップデートさせるアップデートモジュール２２００と；位置情報基
盤通信アプリケーション部１０００とデータを交信し、位置情報基盤通信アプリケーショ
ン部１０００からの呼接続要請があるとき、通信網をなす通信制御部６００と交信して位
置情報基盤通信が行われるように制御する通信制御モジュール２３００と；を含んでなる
。
【００９０】
　一方、図２３は本発明の位置情報基盤通信アプリケーション装置が含まれている通信網
を全体的に示す。本発明に係る位置情報基盤通信アプリケーション装置は、有線または無
線インターネット通信が可能であり、電話機能および映像表示機能を有し、位置情報基盤
通信アプリケーション部１０００が設置されている発信端末機５００と；衛星４００から
伝送される位置情報を受信して基地局７００へ伝送し、位置情報基盤通信アプリケーショ
ン部１０００が設置されている少なくとも一つの受信対象端末機９００と；受信対象端末
機９００と通信制御部６００とを連結する基地局７００と；受信対象端末機９００から伝
送された位置情報を基地局７００を介して受信し、ローカル領域内に存在する受信対象端
末機９００の位置情報を格納するローカル端末位置格納部８００と；発信端末機５００で
選択された呼接続位置情報、受信対象端末機情報および通信方法を通信制御部６００へ伝
送し、発信端末機５００で選択された通信方法がテキストメッセージである場合、発信端
末機５００を介して入力されるテキストメッセージを通信制御部６００を介して受信対象
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端末機へ伝送する位置情報基盤サーバーアプリケーション部２０００と；位置情報基盤サ
ーバーアプリケーション部２０００から伝送された呼接続位置情報を基盤とする呼信号に
応えて、該当呼接続位置の周辺に存在する受信対象端末機９００のリストの提供をローカ
ル端末位置格納部８００から受けた後、位置情報基盤サーバーアプリケーション部２００
０へ伝送し、その後、発信端末機５００で特定の受信対象端末機が選択されることにより
伝送される呼信号に応えて、該当受信対象端末機９００へ有・無線通信網（例えば、無線
インターネット網、ＷｉＢｒｏ網、有線インターネット網、ＰＳＴＮ網）を介して接続し
て発信端末機５００と受信対象端末機９００とが通信することができるように制御する通
信制御部６００と；を含んでなる。
【００９１】
　発信端末機５００と受信対象端末機９００は、発信器と受信器として使用されたものを
例として機能的に分類したものであり、実際には同じ端末機である。
【００９２】
　前記端末機は、基地局７００との交信が可能であり且つ衛星４００からＧＰＳ位置情報
を受信して基地局７００へ伝送することが可能な第１無線中継器９００ｂが連結された有
線端末機９００ａ；衛星４００からＧＰＳ位置情報の受信が可能であり且つ通話が可能な
無線端末機９００ｃ；基地局７００との交信が可能であるうえ、衛星からＧＰＳ位置情報
を受信して基地局へ伝送することができ且つ呼接続のための電話番号の付与を受けた第２
無線中継器９００ｅが連結されたＣＣＴＶカメラ９００ｄ；衛星４００からＧＰＳ位置情
報を受信することができ且つ無線通話が可能であるカメラ付きナビゲーション９００ｆ；
基地局７００との交信が可能であるうえ、衛星４００からＧＰＳ位置情報を受信して基地
局７００へ伝送することができ且つ呼接続のための電話番号の付与を受けた第２無線中継
器９００ｅが連結されたカメラ付き運送手段用ブラックボックス９００ｇ；携帯電話；ス
マートフォン；およびタブレットＰＣのいずれか一つであることを特徴とする。
【００９３】
　本発明の位置情報基盤通信アプリケーション装置が図２３のような全体通信網と連携し
て作動する動作を説明する。
【００９４】
　まず、ユーザが発信端末機５００に設置された位置情報基盤通信アプリケーション部１
０００を用いて呼接続位置情報、受信対象分野、および通話方法を選択して位置情報基盤
サーバーアプリケーション部２０００へ伝送すると、位置情報基盤サーバーアプリケーシ
ョン部２０００は呼接続位置情報を通信制御部６００へ伝送し、通信社の通信制御部６０
０は、呼接続位置情報に対応する呼接続位置の設定半径内に存在する受信対象端末機９０
０のリストを伝送してくれることを、該当呼接続位置を担当するローカル端末位置格納部
８００に要請し、その要請に応えてローカル端末位置格納部８００から伝送された受信対
象端末機情報リストを受信する。
【００９５】
　前記通信制御部６００が呼接続位置情報を全体の基地局７００へ伝送すると、該当基地
局７００に連結されているローカル端末位置格納部８００のうち、該当呼接続位置を含む
ローカル領域を担当するローカル端末位置格納部８００が作動し、呼接続位置の設定半径
内に存在する受信対象端末機のリストを生成して通信制御部６００へ伝送し、通信制御部
６００は受信対象リストを位置情報基盤サーバーアプリケーション部２０００を介して発
信端末機５００へ伝送する。
【００９６】
　もし発信者が受信対象分野を選択したら、位置情報基盤サーバーアプリケーション部２
０００が、データコントロールモジュール２１００に格納されている受信対象分野リスト
から選ばれた、該当呼接続位置に近接する受信対象分野の受信対象者を直ちに発信端末機
５００へ伝送する。
【００９７】
　発信端末機５００の画面上に受信対象端末機リストが表示された状態で、ユーザは、発
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信端末機５００を操作して受信対象端末機リストの中からいずれか一つまたは複数の受信
対象端末機を選択し、位置情報基盤サーバーアプリケーション部２０００は、発信端末機
５００で選択された受信対象端末機９００が互いに通話することができるように連結する
。
【００９８】
　通信制御部６００は、受信対象端末機９００の通信方式に基づいて無線インターネット
網、ＷｉＢｒｏ網、有線インターネット網、ＰＳＴＮ網および無線通信網を介して受信対
象端末機９００へ呼信号が伝送されるように作動する。
【００９９】
　特定の地域（呼接続位置）の周辺に存在する受信対象端末機９００に連結された発信端
末機５００のユーザ、すなわち、発信者は、特定の地域で発生する現在状況を受信者に直
接聞いてみながら情報を取得することができるとともに、映像通話が可能な端末機であれ
ば、周辺の映像を実時間で確認することができてより正確な情報を取得することができる
。
【０１００】
　また、発信者は、移動する車両用ブラックボックスのカメラまたはナビゲーションのカ
メラに連結し、車両用ブラックボックスのカメラまたはナビゲーションのカメラで撮影さ
れる映像を無線端末機を介して確認することができる。
【０１０１】
　また、発信者は、特定の地域に設置されているＣＣＴＶに連結し、ＣＣＴＶで撮影され
る映像を無線端末機を介して確認することができる。
【０１０２】
　前述したような本発明の位置情報を呼信号とする通信方法を使用すると、他の地域で行
われる祝祭、大型事故などに関する詳細な情報を遠距離のユーザが素早くかつ迅速に取得
することができるという効果を期待することができる。
【０１０３】
　以上、本発明の好適な実施例について説明の目的で開示したが、当業者であれば、添付
した請求の範囲に開示された本発明の精神と範囲から逸脱することなく、様々な変形、追
加および置換を加え得ることを理解するであろう。
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